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緊急事態宣言下の中で東京オリンピックは終了しました。日本のコロナウイルスワクチン２回接種率

が全人口の１／３に満たない段階での開催でした。開催をした是非については後年の評価を待つことに

なるのでしょうが、改めてコロナウイルスワクチン本体について考える企画です。

１）コロナウイルスワクチンの種類(現在、日本で認可されているもの)          

①コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン

  1.コミナティ筋注Ⓡ(有効成分名：トジナメラン、製薬会社：ファイザー)

  2.COVID-19 ワクチンモデルナ筋注Ⓡ(有効成分名：CX024414、製薬会社：武田薬品/モデルナ)

②遺伝子組換えサルアデノウイルスベクターコロナウイルスワクチン

  1.バキスゼブリア筋注Ⓡ(アストラゼネカ)

２）コロナウイルスワクチンの概要                         

コロナウイルス(COVID-19)は人の細胞表面にあるアンジオテンシン変換酵素 2(ACE2)を受容体として

結合し人の細胞内に侵入してきます。一方、ウイルス側の ACE2 と結合するタンパク質はスパイクタン

パク質(Ｓタンパク質)と呼ばれています。このＳタンパク質に結合する抗体があればＳタンパク質が

ACE2 に結合できなくなりウイルス感染が阻止できます。ではＳタンパク質抗体をどうやって体内にいれ

るか？ですが、現在二つの方法が利用されています。一つはＳタンパク質を注射投与して人の免疫力に

よってＳタンパク質抗体を作らせる方法(下記のＡ法)で、もう一つは体外で遺伝子工学的に抗体を作成

して注射薬として投与する方法(下記のＢ法)になります。

Ａ法：この方法はインフルエンザワクチンも同様でインフルエンザウイルスの表面タンパク質ヘムア

グルチニン(ＨＡ)を精製したものを投与します。しかしコロナウイルスワクチンの場合は直接

ウイルス表面タンパク質であるＳタンパク質を投与するのではなく、前段階のＳタンパク質の

翻訳元であるｍＲＮＡを投与して人の細胞のタンパク質合成工場(粗面小胞体)を利用してＳ

タンパク質を合成する方法をとります(前項の①)。結果的にはウイルスタンパク質を投与した

ことと同じになります。さらにＳタンパク質をコードするＤＮＡ部分を非増殖型のアデノウイ

ルスのＤＮＡに組み込ませてから人に投与しわざとウイルス感染させてからｍＲＮＡ転写合

成→Ｓタンパク質合成という段階を踏む方法が前項の②の薬剤になります。

Ｂ法：標的となるタンパク質に対する抗体を遺伝子工学利用で作成して治療薬とする方法は抗がん薬、

関節リウマチ治療薬、喘息治療薬など様々な領域で利用されている手法ですが、周知のように

この 7 月にコロナウイルスＳタンパク質への抗体製剤が認可されたところです。Ｓタンパク質

の異なる抗原性部位に抗体活性を示すカシリビマブとイムデビマブの2種類の抗体を含む製剤

ロナプリーブⓇ点滴静注になります。いわゆる抗体カクテル療法になります。

３）修飾ウリジンＲＮＡワクチンとは(いわゆるメッセンジャー(ｍ)ＲＮＡワクチン)  

①コミナティⓇ筋注：ｍＲＮＡ自体は非常に分解されやすい核酸になりますから、これを医薬品とする

ためには安定性を追求する必要があります。このｍＲＮＡの安定性を確保するために次のような工夫

がされています(コミナティ審議結果報告書より)。

PAS kara News(384)
コロナウイルスワクチン比較

2021年 8月 13日

企画制作：足立博一

https://www.adachipas.com



2

(1)ｍＲＮＡ自体への工夫

a.２種類のタンパク質部分(Ｓ１タンパク質とＳ２タンパク質：Ｓタンパク質は２つのドメインで

構成されているようです)が融合する際に安定するよう２箇所のアミノ酸部分を置換する。

b.ｍＲＮＡとしての機能を果たせるように本来の構造体である 5’末端キャップ構造、3’末端側に

ポリＡ鎖を含ませる。

c.翻訳効率化のための配列、小胞体(タンパク質合成の場)への輸送のためのシグナル配列、ＲＮＡ

安定化のための配列を含ませています(いずれも黒塗り表記で具体的な配列は不明)。

d.投与されるｍＲＮＡ自体が抗原とならないようにするためと翻訳を促進するためにすべてのウ

リジン(Ｕ)残基をＮ1-メチルシュードウリジン(ｍ1Ψ(ﾌﾟｻｲ))残基に置き換えている。

  ☛変化したウリジンを利用しているため一般名が「修飾ウリジン」となっているようです。

(2)製剤としての安定化工夫

a.筋注してからタンパク質を合成してくれる細胞に取り込まれるまでの安定化のためにｍＲＮＡ

を脂質ナノ粒子(ＬＮＰ)に封入している。脂質粒子のため目的細胞膜に容易に取り込まれる。

    ☛添加物には脂質粒子形成のための機能ばかりでなく、血漿タンパク質との相互作用を抑制し

たり、その他必要な機能を果たすための４種類の成分が添加されています。

②COVID-19 ワクチンモデルナⓇ筋注：同様に審議結果報告書で比較しますとファイザー製と同様の工夫

がされていることが分かります(前項(1)a,ｂ,ｄ)、しかしファイザー製資料で黒塗りになっていた部

分((1)c)に関しては詳細が不明でした。有効成分名が異なっていることからＳタンパク質コード部分

はファイザー製と同じもののｍＲＮＡ全体としてみた時の塩基配列は一部異なっている可能性があ

ります。さらに脂質ナノ粒子に封入されている製剤としては同じですが、脂質部分を構成する４成分

のうち２成分(赤字)が異なっています。ｐＨ調整用の成分は異なるものの注射薬一般に利用されてい

る成分と考えてよいでしょう(なおﾄﾛﾒﾀﾓｰﾙは実験経験者にはお馴染みの緩衝剤 Tris(ﾄﾘｽ)です)。

４）まとめ                                   

基本的に同じスパイク蛋白質をコードするｍＲＮＡ製剤なので臨床効果には差がないと思われます

が、副反応の違いは恐らくＬＮＰを構成する成分の違いによるものと思われます。最近デルタ株にはモ

デルナ製の成績がよいという報告がありますが、上記の違いだけでは何故成績がよいかの説明がつきま

せん。それにしても以上のような製品が作られるためには膨大な模索研究時間と費用がかかったと考え

られますが、日本では同様の研究が何故蓄積されなかったのでしょう。蓄積されていたとしても何故日

本独自のワクチンが話題だけでも世の中にすぐでてこないのでしょう。日本政府の感染症政策の甘さを

感じざるをえません(スペースの関係でバキスゼブリア筋注には触れられませんでした)。 (終わり）

コミナティ筋注(ファイザー) モデルナ筋注(武田薬品)

有効成分名 トジナメラン ＣＸ０２４４１４

添加物(ＬＮＰ部)

・[(4-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾞﾁﾙ)ｱｻﾞﾝｼﾞｲﾙ]ﾋﾞｽ(ﾍｷｻﾝ-6,1-

ｼﾞｲﾙ)ﾋﾞｽ(2-ﾍｷｼﾙﾃﾞｶﾝ酸ｴｽﾃﾙ)

・2-[(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ)-2000]-N,N-ｼﾞﾃﾄﾗﾃﾞ

ｼﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ

・1,2-ｼﾞｽﾃｱﾛｲﾙ-sn-ｸﾞﾘｾﾛ-3-ﾎｽﾎｺﾘﾝ(DSPC)

・ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

・ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｶﾝ-9-ｲﾙ 8-((2-ﾋﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙ)(6-ｵｷｿ-

6(ｳﾝﾃﾞｼﾙｵｷｼ)ﾍｷｼﾙｱﾐﾉ)ｵｸﾀﾝ酸ｴｽﾃﾙ(SM-102)

・1,2-ｼﾞﾐﾘｽﾄｲﾙ-rac-ｸﾞﾘｾﾛ-3-ﾒﾁﾙﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝ

(PEG2000-DMG)

・1,2-ｼﾞｽﾃｱﾛｲﾙ-sn-ｸﾞﾘｾﾛ-3-ﾎｽﾎｺﾘﾝ(DSPC)

・ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

添加物(pH 調整等)
ﾘﾝ酸水素ﾅﾄﾘｳﾑ二水和物、ﾘﾝ酸二水素ｶﾘｳﾑ、

塩化ﾅﾄﾘｳﾑ、塩化ｶﾘｳﾑ、精製白糖

ﾄﾛﾒﾀﾓｰﾙ、ﾄﾛﾒﾀﾓｰﾙ塩酸塩、氷酢酸、酢酸ﾅﾄﾘｳ

ﾑ水和物、精製白糖


